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朝
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
刺
激
注
入

仲
間
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ラ
ン
報
告
に
「
い

い
ね
」
を
押
す
だ
け
で
は
、
も
っ
た

い
な
い
。
刺
激
に
し
て
、
次
は
そ
こ

に
登
り
た
い
！
そ
れ
以
上
に
走
り

た
い
！
な
ど
と
、
や
り
た
い
リ
ス

ト
を
増
や
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
燃
料
に
し
よ
う
。

通
勤
バ
ッ
グ
は
ア
ウ
ト
ド
ア
系

か
ば
ん

バ
ッ
グ
類
は
鞄
屋
さ
ん
の
ブ
ラ
ン

ド
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
系
ブ
ラ

ン
ド
か
ら
選
ん
で
お
く
と
、
遠
征
や

お
出
か
け
の
際
に
路
線
を
気
に
せ
ず

持
ち
出
し
や
す
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
や
街

な
か
で
使
え
る
デ
ザ
イ
ン
や
カ
ラ
ー

も
あ
る
の
で
、
ひ
い
き
の
銘
柄
が
な

け
れ
ば
、
ア
ウ
ト
ド
ア
系
ブ
ラ
ン
ド

を
第
１
候
補
に
し
よ
う
。

ア
ウ
タ
ー
も
ア
ウ
ト
ド
ア
系

フ
ォ
ー
マ
ル
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
会

社
の
ロ
ッ
カ
ー
に
掛
け
て
お
き
、
通

勤
時
は
お
と
な
し
い
色
の
ア
ウ
タ
ー

を
着
用
し
よ
う
。
本
格
的
な
ア
ウ
ト

ド
ア
（
ス
ポ
ー
ツ
）
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ス
ー
ツ

よ
り
も
高
い
が
、
通
勤
に
も
使
え
ば

必
要
経
費
と
し
て
、
家
庭
内
の
資
金

も
調
達
し
や
す
い
（
Ｐ
）
。

ど
う
し
て
も
革
靴
の
み
し
か
許
さ

れ
な
い
職
場
な
ら
、
イ
ン
ソ
ー
ル
だ

お
は
よ
う
か
ら
お
や
す
み
ま
で
、

新
し
い
「
ト
レ
ラ
ン
生
活
様
式
」
研
究

リ
ア
ル
な
大
規
模
ト
レ
ラ
ン
大
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
在
、

体
の
ク
ト
レ
ラ
ン
成
分
鯵
も
低
下
の
危
機
Ｐ
し
か
し
、
日
常
生
活
に

そ
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
能
力
、

興
味
、
関
心
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
月
は
ト
レ
イ
ル
志
向
の
日
常
生
活
を
研
究
し
よ
う
。

出
勤
は
練
習
タ
イ
ム

改
札
で
は
無
駄
な
動
き
を
排
し
た

い
。
電
子
マ
ネ
ー
を
タ
ッ
チ
す
る
と

き
も
、
目
線
は
常
に
２
ｍ
先
に
固
定

し
て
通
過
。
こ
れ
は
、
細
い
尾
根
を

通
過
中
に
、
突
き
出
た
枝
を
凝
視
せ

ず
と
も
、
サ
ッ
と
は
ね
の
け
る
た
め

の
訓
練
に
も
な
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
並
行
す
る
、

階
段
を
上
る
の
も
見
せ
場
。
途
中
で

歩
く
の
は
カ
ッ
コ
悪
い
の
で
、
ス
タ

ー
ト
し
た
ら
ペ
ー
ス
を
変
え
ず
、
最

後
ま
で
上
り
切
る
べ
し
。
た
だ
し
、

他
の
人
と
す
れ
違
う
際
は
、
手
前
か

ら
歩
き
に
変
え
て
挨
拶
す
る
の
は
山

で
の
お
約
束
通
り
だ
。

け
で
も
ス
ポ
ー
ツ
用
を
入
れ
て
、
フ

ィ
ッ
ト
感
と
快
適
感
を
高
め
て
お
こ

う
。
ツ
ル
ッ
ル
の
床
に
革
底
の
靴
だ

と
滑
り
や
す
い
が
、
体
重
移
動
で
進

で
い
ね
い
ち

む
し
か
な
い
ヌ
ル
ヌ
ル
の
泥
淳
地
の

練
習
と
思
え
ば
、
ま
た
楽
し
い
。

Ｐ
Ｃ
に
あ
ふ
れ
出
る
自
然
愛

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
ロ
グ
イ
ン
時

に
出
て
く
る
プ
ロ
フ
ィ
ル
写
真
は
、

山
の
標
識
と
一
緒
に
写
る
も
の
に
し
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の
壁
紙
は
山
々
の
風

景
に
。
支
給
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン

の
天
板
に
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン

ド
や
山
岳
エ
リ
ア
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

雨
の
日
に
経
験
値
を
Ｕ
Ｐ

雨
の
日
の
通
勤
は
気
分
が
滅
入
る

け
れ
ど
、
レ
ー
ス
は
雨
で
も
決
行
さ

れ
る
。
雨
対
策
グ
ッ
ズ
を
使
う
チ
ャ

ン
ス
と
思
え
ば
、
逆
に
闘
志
が
湧
く
。

「
こ
の
雨
量
な
ら
鋤
分
は
染
み
な
い

は
つ
す
い

な
」
な
ど
と
、
ウ
エ
ア
の
擢
水
性
能

を
確
認
で
き
れ
ば
経
験
値
も
上
が
る
。

シ
ュ
ー
ズ
も
、
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
の
防

水
性
能
、
ビ
ブ
ラ
ム
ソ
ー
ル
の
滑
り

ラ
ン
チ
に
ア
ル
フ
ァ
米

ト
レ
ラ
ン
時
に
初
め
て
食
べ
て
「
う

そ
っ
、
こ
ん
な
味
な
の
？
」
と
、
気

分
も
ペ
ー
ス
も
落
ち
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
予
行
演
習
的
に
ア
ル
フ
ァ
米

を
試
す
の
も
い
い
。
購
入
し
て
時
間

の
た
っ
た
ジ
ェ
ル
や
固
形
物
も
、
こ

の
際
に
消
費
し
よ
う
。
糖
分
が
高
く

て
腐
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
賞
味

期
限
よ
り
も
、
包
装
が
破
れ
そ
う
な

も
の
か
ら
先
に
消
費
す
る
の
が
◎
。

貼
り
、
傷
防
止
と
取
り
間
違
い
防
止

に
役
立
て
た
い
。
４
ケ
タ
数
字
の
パ

ス
ワ
ー
ド
は
、
山
好
き
だ
と
「
３
７

７
６
」
が
多
い
の
で
少
し
ひ
ね
っ
て

おこう。 忍鬮 >
愼臘
|馬
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災
害
時
こ
そ
本
領
発
揮

災
害
な
ど
の
非
常
時
に
備
え
、
水
、

食
料
、
ラ
イ
ト
、
電
池
な
ど
は
、
ロ

ン
グ
レ
ー
ス
に
出
る
勢
い
で
集
め
て

おきたい。

食
料
は
、
絶
え
ず
新
鮮
な
食
材
に

取
り
換
え
る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

方
式
で
、
平
時
で
も
食
べ
た
く
な
る

お
い
し
い
も
の
を
用
意
。
災
害
が
起

き
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
と
思
わ
ず
、

災
害
時
に
こ
そ
本
領
発
揮
！
と
前

向
き
に
と
ら
え
よ
う
。

山
好
き
ら
し
い
言
葉
遣
い

プ
レ
ゼ
ン
の
と
き
に
、
右
肩
上
が

り
の
グ
ラ
フ
を
な
ぞ
っ
て
「
突
き
上

げ
て
ま
す
ね
」
と
地
図
を
見
る
と
き

と
同
じ
表
現
を
使
う
と
、
山
好
き
ら

し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
分
析
だ
な
と

一
目
置
か
れ
る
（
？
）
。
仕
事
が
あ
と

ひ
と
息
と
い
う
と
き
に
は
、
「
も
う
９

合
目
で
す
」
。
さ
ら
に
ひ
ね
っ
て
、
「
ハ

セ
ッ
ネ
な
ら
金
毘
羅
尾
根
で
す
」
と

言
う
と
、
ス
ベ
っ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
が
確
保
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
、
時
と
場
所
を
選
ぶ
べ
し
。

に
く
さ
を
試
す
絶
好
の
機
会
だ
。

(右上)保温ポットはサーモスの山専用ボトル。カ
ラーは、つや消し黒を選べば、滑り止め部分がオリ
ーブ色で、オフィスでも上品に収まる（左上)缶バ
ッジをナイロンのパックに付けて、ちょっとだけ主
張したい。どのバッジを選ぶかでセンスが問われ
る（下)素朴な低山のチャームを付ければ、レア度
も高く、話のネタにしやすい。「塔ノ岳｣ではなく「塔
の山｣は、ググっても出てこない
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関東ふれあいの道で見晴らしの良いエリアを楽しむ
唾 川 北壹虻瀬私ｬ|ャ

ぶつ か さ ん

神奈川県にある仏果山は､747mと手頃な高さで、
展望が良いこともあって人気があり、この山をホ
ームにしたトレランチームもあるくらいだ。夏は
ひる

蛭に悩まされるエリアなので、その前に走りたい。
スタートは小田急線の本厚木駅。半原行きのバ
スで、野外センター前で下車すると、関東ふれあ
いの道(首都圏自然歩道)として整備されている登
山道となる。宮ケ瀬行きのバスで､仏果山登山口
で下車する手もあるが､運行本数が少ない。いず
れも登山口には蛭対策のスプレーがあるので､気
になる場合は袖口や足元に吹きつけておこう。

奥多摩や奥秩父はもちろん､天気が良ければ筑波
山や日光の男体山まで見晴らせる。
実は､高取山という名前の山はこのエリアに２

つあり、仏果山の900m北にあるのが今回紹介す
る高取山。約２km南にあるのがもう１つの高取山
だ。国土地理院地図に名前があるのは、もう１つ
の高取山のほうだけなので注意しよう。
なお､関東ふれあいの道には踏破認定制度があり、

踏破すると賞状やバッジが送られてくる。神奈川
県には１７コースあり、仏果山はその１つ。ハス
区間を除くと１５３kmでつながっており、頑張れば

鍔 炉
▲

一日
高沌ｆｌ
ｌ

熟耐
産Ｆﾛ、

ＡＣＣＥＳＳ
東京駅を発着点として

高取山と仏果山の山頂には展望台がある。山頂
+１３mの高さからの眺めは遮るものがないので、

２～３日で踏破できそうなので、これを機会に全
域を踏破するのも楽しそうだ。

時間:電車とバスで片道２時間強
運賃:往復約2500円
展望:仏果山と高取山山頂に展望台あ↓ノ

ＭＥＭＯ１都６県にまたがる関東ふれあいの道の全コースを踏破すると、「全都県コース踏破認定証｣とバッジがもらえる。

⑥ ④ 在宅勤務に軸足を移す企業が増えてきたので、これを機会に山の近くに住むのもアリだ。家賃
が安く、トレイルに出る時間も運賃もセーブできる。たまにとんでもなく安い物件があるが、
住む前に整備が必要なために追加の費用が必要なケースもあれば、単純に駅から遠いためとい
うケースもある。後者の理由で、さらに山のほうに近ければ、トレイルランナーにとっては歓
迎すべき物件だ。ただし、地域の人間関係が複雑なこともあるので、お隣さんや地域のリーダ
ーと馬が合うかどうかもチェックしておきたい。

今今月のﾌｰﾁ疑問！

いっそ山の近くに
住むのもアリ？

今月のお気に入り TORQUE５GKYGO１ お
や
す
み
は
床
の
上
で

た
ま
に
は
床
の
上
で
、
寝
袋
で
寝

る
の
も
い
い
。
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
だ

け
使
お
う
と
す
る
と
、
膨
ら
ま
な
か

っ
た
り
、
変
な
に
お
い
が
つ
い
て
い

た
り
と
難
儀
す
る
か
ら
だ
。
付
属
の

袋
は
圧
縮
す
る
た
め
の
移
動
時
専
用

寝
袋
は
広
げ
て
保
存
し
、
た
ま
に
使

５Gにも対応した
タフネススマホの
５代目

今やiPhoneも防水になったものの、実際には塩
分いっぱいの汗がかかったり、消毒液がかかったり、
トレイル上に落としたりもする。別売りのケースで
対策するのもいいが､最初からアウトドア用に設計
されているものだと心強い。そんなスマホが
｢TORQUE｣(トルク)だ。トルクはＧシリーズにな
って5代目、ガラケー時代から数えると6代目となる。
アメリカ国防総省が規定する厳しい試験をパスし
た上で､泡ハンドソープでの手洗い･すすぎ試験や、
次亜塩素酸ナトリウムを使った拭き取り試験なども
クリアし、ある意味アウトドアよりも過酷な、新し
い生活様式に対応している。また､電池パックが着
脱可能なので､予備と交換すれば即時に満タンにで
きるのもいい。
今やスマホは通信手段､ライト、ハンディGPS、
カメラ､交通情報天気予報を受けもつ機器なので、
操作不能になったら一大事だ。古いスマホをスペア
にもつのもいいが､１台だけならトルクを選びたい。

側 一一一一
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吉 本 亮
よしもと.まこと
２００２年に富士登山
競走に出るも８合目
手前で失格。同年の
初マラソンは福知山
で４時間。５月末の
１００マイル大会に申
し込み完了Ｉ健康
維持の走りから､大
会志向の走りに切り
替えます。

っ
て
中
の
空
気
を
入
れ
替
え
て
、
快

適
に
眠
れ
る
空
間
を
保
っ
て
お
こ
う
。

◎

刺
激
の
少
な
い
日
常
生
活
に
ト
レ

ラ
ン
の
要
素
を
取
り
込
ん
で
、
気
分

は
い
つ
で
も
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
で

過
ご
そ
う
！

ＴＯＲＱＵＥ５ＧＫＹＧＯ１
横×縦〆高さ
７５Ｘ１６７ｘ２０､３ｍｍ
重量248ｑ
色は黒､黄､赤のほか､コール
マンとコラボした赤いカムフ
ラージュ柄
￥8８，８８５（税込）
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